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NHK番組「韓国	過熱する“少女像”問題～初めて語った元慰安婦～」	

の偏向報道に抗議する	

	
		1月24日に、韓国の〈平和の少女像〉（以下、少女像）と日韓「合意」を取り上げた

「韓国	過熱する“少女像”問題～初めて語った元慰安婦～」がNHK番組「クローズアッ

プ現代＋」の枠で放映されました。しかし番組は、「政治的に公平であること」「意見

が対立している問題については、できるだけ多くの角度から論点を明らかにすること」

という放送法の趣旨に反して、少女像設置に反対し日韓「合意」履行を韓国に迫る日本

政府の言い分だけに迎合し、視聴者・世論を誘導した悪質な偏向報道・御用放送でした。

これまでもNHKは「慰安婦」問題の報道に関して萎縮し、政府の意向を忖度し、自主規

制してきましたが、今回ほどそれらが露骨に現れた番組はありません。	

	

	 私たち「戦争と女性への暴力」リサーチ・アクションセンター」（以下、VAWW	RAC）

は、女性国際戦犯法廷をめぐって政治圧力に屈して番組が改変された「NHK番組改変事

件」（2001年）に対する裁判の原告として闘ったVAWW-NETジャパンの後継団体として、

以下の２点から、NHKに対して、怒りをもって強く抗議するものです。	

	

	 第一に、番組は、「当事者の多様な声」に関して、日韓「合意」に基づく支給を受け

入れ少女像設置に批判的な、すなわち日本政府の意向に沿った「元慰安婦」・家族のイ

ンタビューしか放映せず、これに反対する「多様な声」を伝えていません。	

	 まず番組は日韓「合意」による「和解・癒やし財団」（以下、財団）から当事者「７

割、34人」が支給を受入れ、「31人への支給が完了した」とナレーションを流しました。

しかしこの「支給完了」に関しては、重大な疑惑が判明しています。先日100歳を迎え

元「慰安婦」キム・ボクトゥクさんは入院していましたが、本人が知らない間に財団か

ら現金が支給されたことが判明し（1月18日聯合ニュース）、本人が「返金してほしい」

という肉声録音が公開されました。また財団が発足した際も、韓国政府関係者が被害者

や家族に電話をかけ、食事や支援金をちらつかせて発足式に誘おうとしました。しかし

番組放映前に判明したこれらの事実を番組は無視しました。	

	 また、被害当事者が高齢で判断が困難になっている現状を考えれば、「支給」受入が

どこまで当事者の意志なのかは、まったく不明です。むしろ財団は、キム・ボクトゥク

さんの事例が示すように、こうした現状や家族の困惑・窮状につけこんで支給を強行し、

実績を誇示している可能性さえあります。	



	 番組が「多様な声」を伝えるのであれば、日韓合意に反対し少女像設置に賛同する被

害女性の声も伝えるべきですが、この番組に限らずNHKはこうした声を一貫して無視し

てきました。これでは、NHKは報道機関として「政治的に公平」とは言えません。	

	

	 第二に、以上のような一方の当事者の声に基づき、番組は「韓国ではこうした元慰安

婦たちの声が伝えられないまま、日韓合意の破棄を求める世論が強まっている」とした

だけではなく、韓国の少女像設置運動や日韓「合意」に反対する運動に対しても「当事

者の声が置き去りにされている」とか、「決して多数ではない反対の声だけがクローズ

アップ」「野党も世論に迎合」「（大統領選挙で）慰安婦問題で日本を叩くポピュリズ

ムに走っている」などと、ナレーション・ゲストの解説・司会・ソウル特派員を総動員

して決めつけるなど、韓国の世論や運動に対して偏向に満ちた情報操作をして、韓国へ

の偏見をつくりだしています。	

	 例えば、韓国世論は日韓「合意」に対し直後から「50.7%」と過半数が反対でしたが、

番組ではこれを伝えず、「評価は43.2％に上りました」と肯定的な評価を強調するナレ

ーションを流しました。またゲストは「日本側は法的に解決済みなんだけども、……当

事者の人々を実質的にどう救済するかということを重視する立場」、一方「韓国から見

たときの正義にこだわって、それを求めるところに重点を置いているのが韓国側の考え

方」だと解説、これを受け司会者が「韓国側が考える正義の名に置いて、当事者の声が

置き去りにされている？」と質問し、ゲストがこれを肯定するという構成でした。即ち、

「被害者を救済する日本」対「被害者を置き去りにする韓国」という図式を意図的に創

りだし、日本の世論を誘導しています。	

	 しかも韓国内部の「冷静さを呼びかける論調」として日韓「合意」に肯定的なメディ

アと「財団」理事の声を取り上げ、一方の多数を占める韓国の世論や運動が「冷静でな

い」というイメージ操作をして、日本の視聴者の韓国社会への偏見を助長しました。	

	 このような報道が、日本政府の意向に忠実だったことは言うまでもありません。	

	 	

	 私たちVAWW	RACは、NHKが女性国際戦犯法廷をめぐる「番組改変事件」をまったく反

省していないばかりか、日本政府の意向を忖度する姿勢をさらに深化させたことに強く

抗議します。NHKが報道機関である以上、日本政府の姿勢・対抗措置をも批判的に検証

するとともに、日韓「合意」に反対し少女像設置を推進する韓国の「多様な声」につい

て、さらには「慰安婦」問題の報道に対しても、「公平に」伝えることを要請します。	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2017 年 1 月 31 日	

 
「戦争と女性への暴力」リサーチ・アクションセンター(ＶＡＷＷ	ＲＡＣ	)	

運営委員一同	 	 	 	


